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論文審査の要旨（400字以内） 

 

頭蓋内悪性リンパ腫(PCNSL）と膠芽腫(GBM)は、様々な術前検査でも鑑別

が困難な症例が多い。一方、PCNSL では摘出を中止、GBMは可及的摘出と

方針が変わるため、術中迅速診断が重要である。本研究では術中フローサイト

メトリー(iFC)の術中鑑別に関する有用性を検討した。2010年からの PCNSL 

(28 例)と GBM (222 例)の iFC の結果を検討した。Aneuploidy を認めた症例

は PCNSLで 2症例(7.14%)、GBMで 121症例(54.5%)と明らかに GBMで多

い結果となった。G0/G1 peak を超える細胞集団の割合(MI 値)及び S 期の評

価では、MI 値は GBM で有意に高く(p=0.0004)、S 期は PCNSL で有意に高

いことが分かった (p<0.0001)。以上により、本研究は、 iFC を用いた

Aneuploidyおよび S期の評価によって両者を迅速に鑑別可能であること、そ

して術中診断精度を上げる事が可能であることを示唆した。 
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